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銀光業インターンシップにおける「沈黙」の回避

ー観光日本語専攻の学生と観光会社の教育担当者への

質的調査から一

玉健

1. はじめに

中国の大学教育では、インターンシップ］ま大学カリキュラムにとって必要不

可欠である。観光日本語専攻の学生は、インターンシップにおいて初対面の日

本人観光客とのコミュニケーションでは、会話の開始方法や適切な話題の選択、

興味を持たせる会話の継続の仕方に関する問題を抱えている一方、観光案内に

おける必要な解説以外に、会話が継続できないこと 、すなわち、「沈黙」が最大

の問題点であると述べている 1,2,3)0 

観光案内は観光地において、観光ガイドによる観光地情報についての説明の

みならず、目的地までの移動や、観光地情報に関する説明の前後、食事 ・休憩

などの時間における、観光ガイドと観光客との雑談も重要な部分である。本稿

の目的は、中国の観光日本語専攻の学生26名と観光会社の教育担当者 5名に対

する質的調査から、観光案内での雑談における 「沈黙」の回避についての学生

の内省活動と対処法、および観光会社の教育担当者の指導法と見解を明らかに

することである。

なお、本研究では、「沈黙」は黙秘の意味ではなく、観光案内中に適切な話題

が見つからず、会話の進行が難航し、中断する現象を示す” こととする。ただ

し、観光客が乗り物内で仮眠する際のような、会話を回避すべき場面での「沈

黙」は、本研究の対象から除外する。

2. 先行研究の概観と本研究の位置づけ

本研究で扱う観光日本語教育は、観光案内の専門知識を活用して日本語が運

用できる、日本人観光客に対する観光ガイドの養成を明確な目的とするため、

職業目的のための専門日本語教育JOP(Japanesefor Occupational Purposes)と位置

1本研究における調査協力者が参加したインターンシップは、観光会社で 3ヶ月から半年程

度行われる。一般的に先輩社員による研修を受け、社内での受付や空港までの送迎、観光

地での案内などの業務を担当するが、在学中観光ガイドの資格を取得したか否かによって、

実施内容が若干異なる。インターンシップ実施後、報告書を大学に提出し、単位を取得す

る。
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づける。

観光業におけるインターンシップについての先行研究は、インターンシップ

が基礎知識と専門知識の習得や社会人基礎力の育成、社会・仕事に対する理解

など、学生の将来にわたるキャリアと職業観の形成の促進に効果的であること

を明らかにしている 4,5,6,7)。しかし、上記の先行研究における協力者は主に観光

専攻の学生と他専攻の学生であり、観光日本語学科に特化していないため、研

究成果は観光日本語教育に一律には応用できない。また、それらの研究はイン

ターンシップ参加後の効果を明らかにしているが、インターンシップ参加中、

学生が期待する学習効果を果たすための学習活動とインターンシップを受け入

れる側による支援については言及していない。

現在インターンシップの教育効果に関する研究は数多いが、インターンシッ

プにおけるインターンシップでの観光客との雑談を論じた論文は少ない。雑談

を取り上げた先行研究では、学生は観光案内では臨機応変に対応する必要があ

ることを認識し、教育担当者による案内を模倣する方策を講じたが、教育担当

者との圧倒的な日本語能力と実地経験の差があることにより、「沈黙」を回避す

ることが困難であると報告されている 3)。しかし、それらの先行研究は、「沈黙」

を回避するための学生が用いる解決法と教育担当者による指導法について言及

しているが、学生のインターンシップ参加中での内省活動および問題解決の指

導法に関する教育担当者の見解に関しては、データの質・ 量とも十分ではない

と考えられる。

そこで、本研究は、インターンシップを経験した中国の大学の観光日本語学

科の学生による、初対面の日本人観光客とのコミュニケーション上の「沈黙」

を事例とし、インターンシップを経験した学生、および観光会社の教育担当者

に対するインタビュー調査を行った。その結果をもとに、観光案内での雑談に

おける「沈黙」の回避についての学生の内省活動と対処法、および観光会社の

教育担当者の指導法と見解を明らかにしたい。

3. 調査概要

本研究では、 2016年 5月から 7月まで、観光会社でのインターンシップを経

験した中国の北部、中部と南部の 5つの都市にある 3年制の国公立 5大学の観

光日本語学科の 1)学生26名、2)観光会社5社での教育担当者5名、を対象に各々

半構造化インタビュー調査を行った。すべての調査は、協力者の許可を得た上

で、 ICレコーダーで録音し、文字化したものをデータとして使用した。

学生への調査の中で、本研究で取り上げたものは、 1)インターンシップを通じ
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た達成目標や仕事上の困難点とその対処法、2)インターンシップ参加後の自分の

成長と変化に関する感想について質問を行った。教育担当者への調査では、1)イ

ンターンシップ参加中の学生に対する教育方法、2)期待する学生像と求める大学

での観光日本語教育の在り方などについて尋ねた。

4. 結果と考察

インタビュー調査では、学生は初対面の日本人観光客とのコミュニケーショ

ンにおいて、 「沈黙」が最大の問題点だと述べたケースがもっとも多く、 26名の

うち 21名であった 3)。本節では、この 「沈黙」について、 4.1学生の内省とそ

の対応、4.2問題解決の指導法に関する教育担当者の見解を明らかにする。

4. 1 「沈黙」に関する学生の内省とその対応

4. 1. 1 「沈黙」に関する学生の内省

下記の表 lは、インターンシップでの観光案内における 「沈黙」についての

学生のコメン ト例である。

表 l 「沈黙」に関する学生のコメント例

学生のコメント 2

（スケジュールや注意事項、観光地の情報などに関して）説明した後、 CU会話
Sl が継続翌き歪うな詰題を採主こ点に二番困＿？工いな＿＿例えば、空港からホテル
までのバスの中で、もし話題がなければ、車の音しか聞こえない。その時は一
番辛い。

(71何か壼語しな後ふ一続且文詰慧な且れば急（請鰐）にな歪四こ烈沈黙偲二番怖[~ぷ．
S2 私は教育担当者と一緒に研修した時、いつも「話さないとまずいから、早く話

題を考えてお客様と話してくれ」と注意された。

表 lの点線部(1)と(2)に示すように、学生は観光案内に必要な説明文である「台

詞」の事前準備は行えていたが、日本人観光客の関心を引く会話の開始方法や

適切な話題の選択、会話の継続が困難であると感じていた。学生は 「沈黙」の

原因が、本節にある表2と表 3の通り 、1)会話能力の低さ、 2)現行の教育内容の

不足、にあると内省したことが明らかになった。

1) 会話能力の低さ

2 中国語のコメントは筆者が日本語に翻訳した。
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表 2 会話能力の不足に関する学生のコメント例

学生のコメント

S3 
01会話能力立汀扱いかふ＿、＿＿霊し望訪ぶこと濱こうまふ霊式ない場合虎愚委_Q__覚えた単
語の量が少ないかもしれないから。

(1)歴他旦杢語熊力黙璽N上に合格し素噂ぶ＿＿難談が蓋圭g(!_観光地に関する説明

S4 
は事前に覚えた上で、暗誦した内容を話すのがそんなに難しくないが、自由会

話（雑談）は事前に準備することができなかったので、・高い且杢語能力虎必要

厄点思立，ーー・

S5 
(~_)説明以、外烈雑談怠、_____(_自分聾提携＿し瓜立__:t_~ 主~:吝に開オゑ観党客烈評価｝こ内
きな影饗を与える叫

表 2の点線部(3)から(5)に示した通り、学生は会話能力の低さが 「沈黙」の原

因の 1つであると考えている。中国の大学での観光日本語教育を受ける多数の

在学生は日本語能力試験の N2合格以上に達するが、会話能力と読み書き能力の

バランスが適切ではないと指摘されている I)。また、中国の大学における日本語

の授業では、教師による一方的な講義形式による教授法が用いられ、語彙や文

法などの説明が多く、学生の運用能力を高められないという問題もよく指摘さ

れる 8、9)。しかし、教育担当者への調査では、観光客との雑談における学生の適

性は、日本語レベルでは評価できず、中には日本語レベルが低いものの、積極

的に会話を開始し、継続できるため教育担当者と観光客からの評価が高い事例

があったというコメントが得られている。

表 2の点線部(4)に示したように、 Nlに合格していても、雑談が非常に苦手な

学生もいる。雑談での話題提起と会話進行は相手の反応を確認しつつ、行う必

要があるため、事前にそれらを予測して準備することができない。たとえ会話

能力が低くても、教育担当者の指摘のように、積極的に会話の中で、雑談を柔

軟に行うこともあり得る。また、点線部(5)から、観光客によるサービスについ

ての評価は、観光情報の説明のみならず、雑談にも影響されることが分かった。

先行研究では対人場面は、多数の相手に対応する状況や、知識・過去の経験が

活用できない不慣れな状況、相手からの注目や評価を懸念しやすい状況などか

ら、話し手が不安感や恐怖感を生起しやすく 、気恥ずかしさを感じることが報

告されている 10)。そのため、会話能力が高くても、 他の様々な要素に影響され、

雑談が円滑に行えない場合が実際に起こり得ると考えられる。

以上のことから、会話能力の不足が「沈黙」を生起させる原因の 1つである

ことが推測されるが、下線部(4)の指摘通り、観光現場で雑談を柔軟に、かつ効

-24-



果的に行えるか否かは、日本語能力試験で測定する言語能力とはかなり異なる

ものであると言える。

2) 現行の教育内容の不足

大学での観光日本語の授業と観光ガイドの資格試験に使用する教科書には、

大学所在の省にある主要な観光地の基本情報が記載されているため、学生はそ

れらの情報を基本にして新たな内容をもとに必要とされる台詞を事前に準備す

ることができる。また、大学での観光日本語の授業では、教科書の会話文を暗

誦した上で、学生同士が教室で暗誦した会話文の模擬練習を行う形式が主とし

て用いられている 1,2)。教科書の会話文は、観光ガイドが観光客を対象に空港へ

の送迎や観光地での案内、観光客の病気 ・怪我のような緊急事態の対応などの

模擬観光案内という場面が設定されている。このような会話文の暗誦は、観光

地という特定の場面での観光地情報に関する一方的な説明には有効であると推

測できる。

上記のような教育を受けた学生は、先述の 1)のように、インターンシップ参

加時に観光地についての「台詞」による説明のみならず、その前後の時間にお

ける観光客との雑談も必要であると意識し始めたと言える。

表 3 現行の教育内容の不足に関する学生のコメント例

学生のコメン ト

大学の授業では、 一般日本語の学習や観光地情報の暗誦、観光地情報の説明に

関する学生同士の模擬演習を主としている。(<?)_雑談且堂鷺の内容にはなかっ．
S6 な叫イ之空二乞乞翌ズに参加し尽後、…観党案内翌屈（雑談だ）必要喜羞匹口芦

応塩在党恵…歪札を教志図ふら立言}:~杜ば、__1之烹口乙ど';!之゜翌烈仕事に助夜~
？ーな点晟うふ
観光案内では、観光地に関する紹介だけでなく、観光客との雑談も不可欠なも

のだ。私は大学の授業でいろいろ勉強して、観光ガイドの免許も取得した。観

S7 
光客の前で中国の歴史や文化、観光地などについて紹介することには非常に自

信を持っているが、インターンシップでは説明が終わったら観光客と何を話し

たらいいのか、分からないので呆然した。CD古学にいぢ時、--雑談に2い:I_何ふ．
教え了ぷ見なか？点烈怠＿＿＿私ふ歪叫ご翌ごご狂Iーーも考えなか旦fこ翌
インターンシップでの一番大きなショックだったことは、観光客との「沈黙」

だ。観光地を紹介した後、観光客といろいろ話さなければならない。rn)歴他在

S8 学患配杢人敷師点よふ詰ーし犀初恥…ー・（雑談は）…歪んなに難いふこ点鸞歴窪ーし'.:、'.~ と．
思っていたが心二〉ま<_できなかったg 大学にいた時、観光案内は観光地を紹介
することだと思っていた。授業では繰り返し、観光地「青報の会話文を暗誦した

が、(?)_雑談隠人によ怠ご妊きな話題も違立烈ご、＿＿難＿しX¥ーと思恥＿＿
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一方、表 3の(6)と(7)に例示した通り、雑談に関する教育内容は現行の観光日

本語教育に含まれていなかったことが「沈黙」の要因の 1つだと S6とS7が考

えていた。表 3への記載を割愛するが、それについて教育担当者も同様の意見

を有しており、現行の観光日本語教育にそれらの教育内容を取り入れることを

期待すると指摘している。しかし、現状ではインターンシップの期間を除くと、

学生の大学での学習期間は 2年半のみである。このような短い期間の中、初級

からの日本語の知識や観光専門知識の学習などの教育活動を短期間で行う必要

があると考えられるため、抜本的なカリキュラムの改革が必要であろう。しか

し、本稿では、この議論を割愛する。

なお、学生は日本人教師の宿舎への訪問や買い物の同行など、授業外の時間

を利用して、表 3の(8)のように、日本人教師と雑談を行っていたことが分かっ

た。本研究における全大学では、日本人教師が複数名観光日本語学科に所属し

ている。日本語母語話者との会話は、 日本語での会話能力を高める方法の 1つ

であるため、大学は複数の日本人教師による教育や課外の交流を通し、学生の

会話能力の向上を図っていることが推測できる。

多くの学生との雑談に関わる日本人教師は教員の立場から、雑談では学生の

日本語レベルに合わせた単語・文型の使用や、誤用に関するフィードバック、

会話速度の調整など、学生とのコミュニケーションで配慮することが考えられ

る。しかし、観光現場における雑談の相手は初対面の日本人観光客であるため、

年齢や性格、外国人との接触経験などの背景が異なることから、例えば方言の

使用や早口の事例があると推測できる。 したがって、雑談では日本人観光客は

日本人教師と比較すると、多様な背景があり、学生にとっては円滑な会話の進

行がより困難だと考えられる。

表 3の(9)は、 学生がインターンシップの経験から、雑談では聞き手の背景を

考慮する必要があると意識した内省である。雑談での話題選択と会話の継続は

観光客の年齢や趣味、親疎関係などの背景によって異なり、実際に観光客に会

わなければ判断しにくい。こうした予測不能の状況に対応する知識や方法を教

育内容の中に具体的に、かつ、固定的なものとして取り入れることは事実上困

難である。雑談は極めて高度なコミュニケーションの一種であるため、初対面

の観光客に対して、臨機応変に対応する能力の養成は、現行の教育内容では非

常に困難であると言わざるを得ない。

4. 1. 2 学生による「沈黙」への対応

表 4の(10)と(12)の通り、 全学生は沈黙を回避するため、教育担当者による案
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内を観察し、その内容と方法を模倣する方策を講じたが、教育担当者との圧倒

的な日本語能力と実地での経験の差があ り、観光客と自然に会話することが困

難であった。

表4 「沈黙」の解決策に関する学生のコメント例

学生のコメン ト

教育担当者は観光案内を行う中で、意識的に見本を見せてくれた。 (_l_Q)歴は歪

烈案内壼襄似-し匁丑危応且本語どで化が違立烈怠直鱈よう藍荏客様点会

S9 
詰窒主盃こ点が＿翌きなか'.2-lこ.!)___教育担当者は具体的な解決策を教えてくれな

かったが、 CU)_ _!: 解熟策信人歪札惹れ違立L~乱乙応＿＿＿歴に＿あら妙歪衷諾匁考哀
ゑよう＿丘促し席，ー』1分言虹唸いる勉強＿しご王屋点を捕う＿＿点巷に＿、＿＿＿学生同土は
且杢語能力と経験翌差が化‘ーーな＿い烈翌．、＿＿＿私ふよふ同級生席む_t_意見交換を主な
GJ)教育担肖煮烈案内魚襄似＿ーしな襄ぶ．．＿勤務経験炉渫立烈菜□甕じ＿＿ピ岱化に連主
-る----ま---で----結----構----時----間----が----か---か-----る---。---・観光ガイドは「口でめしを食う」仕事だから、話
さないとだめだ。教育担当者からは観光客との会話が継続できる話題と内容

SlO を具体的に教えてもらえなかったが、 CU)_{應社只烈1ぶご包了ど之亨叉゚ ーに参加上．
尽党生点竺交流を通且ご心＿＿＿比較的多ふ烈経験幌得点れゑ，ー；これによ2図＿忠ぢ
且分企経験しなか＿？ぢこ点を甕前に包］＿＿りふ＿且貸な見に対処t点を考え＿文準備丁
ゑこ＿ーと炉鸞意ゑ，ー一・

沈黙について教育担当者は、観光案内を行う中で観光客への柔軟な対応の見

本を学生に見せたが、その具体的な会話継続の方策などは提示せず、学生自身

の日本語能力と経験に合わせた案内方法を自ら考えるよう促していた。 14名の

学生は表 4の(11)と(13)に示したように、問題解決を図るため、他社でのインタ

ーンシップに参加した学生との協働学習を行い、互いに自己啓発をする必要性

を意識し始めた。教育担当者は、具体的な会話継続の方策を学生に提示しなか

ったが、点線部(11)にあるように、 「促す」という示唆を行っている。この示唆

については、「4.2問題解決の指導法に関する教育担当者の見解」において再び

言及する。学生はそのような指導のもと、観光案内における自分の活動を客観

的に内省することができ、不足点を意識し、自分のレベルに合った解決策を見

つけることが可能である。

4. 2 問題解決の指導法に関する教育担当者の見解

表 5の(14)、(15)と(17)のように、教育担当者は観光案内を行う中で観光客へ

の柔軟な対応の見本を学生に見せたが、その具体的な会話継続の方策などは提

示せず、学生自身の日本語能力と経験に合わせた案内方法を自ら考えるよう促

していた。雑談における 「沈黙」は、 「飲んだ直後に病気を治す薬はない」とい
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うコメントのように、学生に相応しい会話継続の方策がなく、短期間で有効、

かつ、迅速に解決できないため、その問題は、現場での観光案内の経験の蓄積

に伴い、徐々に高度なコミュニケーション能力を備えて解決する必要がある。

しかし、観光日本語学科の学生が参加するインターンシップは、日本で言われ

る「採用直結型りが多いため、インターンシップでの結果は就職に即結びつき、

上述した高度なコミュニケーション能力を短期間で養成することが現実には求

められているわけである。

表 5 「沈黙」解決に関する教育担当者のコメント例

教育担当者のコメント

雑談は観光地「青報の説明と同じく、ガイドの仕事での基本の中の基本だ。しか

し、田）歪烈能力壼養立烈はとエ紅時間茫かかゑも烈翌ふ古登翌養立なら＿＿いい
Kl 唸麟烹きな夜口尽夜夏、--~どに甕？養立しかな＿しふ＿＿＿［飲＿んぢ直後に痘気奪f怠主薬
はな＿い」立冗応息杢を登梵幻志犀尻輩烈事例金教孟応＿＿よい経験査ふ点忙
考名登惹ゑ立

(t~}沈黙窒解熟主委妻諾屈危ふさんあゑ襄ぶ＿＿主ぐ身:};_?位応＿＿解熟翌登ゑ衷痣
はな＿しぶ＿＿一時間窯経験、ーー自点翌努力立澤要点，＿＿＿手糾主党焦花自合匁問題索発見し＿言
妻緒を考え工、＿解鴛主委嵯要立憑ゑ点墨？工、＿＿いるいう促し工し豆贔研修は短

K2 期間で、他にも大学で知らなかった多くの困難に直面する。今後の仕事は一人
で複数の観光客を案内するのが普通だから、ずっとそばで教えてあげることは

不可能だ。G_9}…（太堂烈）---教師が歪れに三也〗ご党焦に教名点点)___私席痘烈仕事
む楽になる• ____________ Q __ 

沈黙の解決方法は人それぞれ違う 。 ・(J?}歴翌妻諾査数孟ご＿あげ丁ふ-~-J農らは使
名ない翌且しれな-しぶ昼は士数焦こ烈業界望働い戸滋烈立熊疇且経験が

K3 違う亙泣索~"--堂焦1主党校峯出尽ばかりな烈翌ふ__(育？に見）壼ゑ程度時間が盗要
望壼ゑ，＿＿困難点亙憑之図鳥構わな＿し望ぶ且合鸞＿あら翌歪衷誤を考孟ご解徳主歪．
能力—~--歪烈よう＿＿な姿勢襄望滋噂ぅ点立苔Iー入ーが重要犀＿観光ガイドの仕事は学歴など
とあまり関係がないと思う。

一方、教育担当者は、 3年間の大学教育の初期段階に、観光会社の要望や人材

育成に関する有用な指導法、観光現場での指導法・示唆を教師にフィードバッ

クするといった大学側との連携はせず、表 5の(16)のように、大学での教育は教

師の責任だと考えていた。観光日本語教育の目的は観光現場のニーズを満たせ

る人材を育成することであるが、それに必要な雑談にも対応する高度なコミュ

ニケーション能力を備えていないため、実際の大学教育は観光現場のニーズと

乖離があると推測できる。

3 「採用直結型インターンシップ」は、企業側と学生と一緒に働いてみて、お互いを見極め
る採用活動の一環である（経済産業省 HP)。
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5. まとめと今後の課題

以上、本稿での学生への調査から、学生は「沈黙」の原因が 1)会話能力の低

さ、 2)現行の教育内容の不足、にあると内省したことが明らかになった。学生は

沈黙を回避するため、教育担当者による案内を観察し、その内容と方法を模倣

する方策を講じたが、教育担当者との圧倒的な日本語能力と実地での経験の差

があり、観光客と自然に会話することが困難であった。 一方、観光案内を行う

中で観光客への柔軟な対応の見本を学生に見せたが、その具体的な会話継続の

方策などは提示せず、学生自身の日本語能力と経験に合わせた案内方法を自ら

考えるよう促していた。今後、教師へのインタビュー調査の結果を加えて、さ

らに研究を進める予定である。

付記

本稿は第 19回専門日本語教育学会研究討論会(2017/3/3)での発表内容にデータを加え、

議論を深化させたものである。
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